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地方分権推進の背景
地方分権推進委員会中間報告（1996年）

中央集権型行政システムの制度疲労

変動する国際社会への対応

東京一極集中の是正

個性豊かな地域社会の形成

高齢社会・少子化社会への対応



地方分権改革が目指す姿
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住民に身近な行政はできるだけ地方公共団体が行えるように

ゆとりと豊かさを実感できる社会へ

国と地方公共団体との関係を
「上下・主従」から「対等・協力」へ
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出典：内閣府ホームページ



これまでの改革
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タテをヨコにする改革



住民自治

地方自治は住民の
意思に基づいて

団体自治
地方自治は国から

独立した
地方公共団体が実施

地方自治の本旨(憲法92条)
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これまでの改革 → 団体自治に力点



出典：総務省「自治体戦略2040構想研究会」資料

私たちの社会を取り巻く環境①



人口減少の進展

地域間格差の拡大

地域の担い手不足

社会保障経費の増大

デジタル化の進展

生き方・暮らし方の多様化

私たちの社会を取り巻く環境②



改革の継続は必要か？

中央集権型行政システムの制度疲労 変わりなし

変動する国際社会への対応 変わりなし

東京一極集中の是正 変わりなし

個性豊かな地域社会の形成 変わりなし

高齢社会・少子化社会への対応 変わりなし



これからの改革 ヨコ幅を伸縮する改革
(多様性の実現)
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これからの改革 → 住民自治に力点
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住民の参画が重要となる段階に！



多様な主体が得意とす
る資源を持ち寄って、
地域の課題を解決する
共創社会へ
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